
 

 

 

 
 

連日の高温によりハダニ類が断続的に発生中です。徒長枝等が繁茂していると薬液が園全体に到達しにくく、

更なる発生増加を招きます。散布前には、余分な枝等の除去を実施してください。 

強日照による日焼け果が果樹類全般で多発しています。特にふじは再度修正摘果を行い、上向き果実や小玉

果・変形果（扁平果）の除去は早めに進めてください。 

 

 

りんご 8月上中旬の特別散布（前回より 7～10日後） 
 

 シンクイムシ類・カメムシ類を対象の特別散布 

 

 

 

 

 

【注意事項】 ＊必ずお読みください。 

① シンクイムシ類の被害が目立つ及び多発が心配される場合は今回の散布を実施する。また、被害果は必ず採

取して水没処理する。（二次被害防止） 

② 通常展着剤（ハイテンパワー等）に代えて、機能性展着剤のササラの 2000 倍（100 ㍑に 50ml）を使用する

と薬液が葉裏（毛じ間）によく広がり、薬液の乾きも早くなる効果がある。 

③ バリアード顆粒水和剤は劇物登録薬剤です。購入の際は印鑑をお持ちください。 

④ バリアード顆粒水和剤に代えて、モスピラン顆粒水溶剤 2000倍（前日、3回）でもよい。 

⑤ ハダニ類の発生園は、8 月中下旬散布予定のオマイト水和剤を繰り上げて混用してもよい。尚、年間使用回

数が 1 回であるので 8 月上旬の定期散布に混用した場合は使用しない。 

散布時期：8月 7日～15日  

散布薬剤：    水           100㍑ 

展着剤          10ml ＊注意事項②参照 

○劇バリアード顆粒水和剤  50g (前日、3回) ＊注意事項③参照 

散 布 量：10a当り 600㍑  

対象病害虫：シンクイムシ類、カメムシ類、キンモンホソガ、ギンモンハモグリガ、（ハダニ類） 

No.10 

平成 27年 8月 7日 

ＪＡ中野市営農センター 

ＪＡ中野市りんご・もも部会 

 8 月中下旬の薬剤散布は裏面に記載しています。ご覧ください。 

 散布日：8 月  日 

 散布量：    ㍑ 



りんご  8月中下旬の薬剤散布（前回より 15日後） 

 りんご収穫前規制・使用回数 

下記の農薬は 8月以降も使用できますが、収獲前規制の長い薬剤を使用する場合は注意してください。 

 
農薬名 

収穫前 

規制 

使用 

回数 

 
農薬名 

収穫前 

規制 

使用 

回数 

殺 

菌 

剤 
ダイパワー水和剤 １４日前 ＊３回 

殺 

虫 

剤 

サイアノックス水和剤 ４５日前 ２回 

オキシラン水和剤 １４日前 ４回 ダーズバンＤＦ（劇物） １４日前 ２回 

キノンドーフロアブル １４日前 ４回 バイスロイド EW（劇物） ７日前 ４回 

キノンドー水和剤 80 １４日前 ４回 イカズチＷＤＧ（劇物） 前日 ２回 

オーソサイド水和剤 80 １４日前 ６回 オリオン水和剤 40（劇物） 前日 ２回 

アリエッティＣ水和剤 １４日前 ３回 アルバリン顆粒水溶剤 前日 ３回 

ストライド顆粒水和剤 前日 ３回 バリアード顆粒水和剤（劇物） 前日 ３回 

ベフラン液剤 25 （劇物） 前日 ＊３回 サムコルフロアブル 10 前日 ３回 

フリントフロアブル 25 前日 ４回 フェニックスフロアブル 前日 ２回 

ストロビードライフロアブル 前日 ３回 ディアナＷＤＧ 前日 ２回 

ナリア WGD 前日 ３回 

殺
ダ
ニ
剤 

カネマイトフロアブル 7 日前 １回 

ベンレート水和剤 前日 ４回 オマイト水和剤 3 日前 １回 

トップジンＭ水和剤 前日 ６回 コロマイト乳剤 前日 １回 

ファンタジスタ顆粒水和剤 前日 ３回 マイトコーネフロアブル 前日 １回 

 ＊開花期以降の使用回数   ダニサラバフロアブル 前日 ２回 

    ダニゲッターフロアブル 前日 １回 

    スターマイトフロアブル 前日 １回 

 

散布時期：8月 15日～20日(散布 15日後)  

散布薬剤：  水             １００㍑ 

       展着剤            １０ml ＊注意事項③参照 

フリントフロアブル２５   ３３ml（前日、 4回） 

○劇イカズチＷＤＧ      ６６g（前日、2回）＊注意事項④参照 

オマイト水和剤     １３３g（3日前、1回）＊注意事項⑤参照 

散 布 量：10㌃当り 600㍑  

対象病害虫：輪紋病・炭疽病・褐斑病・斑点落葉病・すす点･すす斑病 

ハダニ類・シンクイムシ類・ハマキムシ類・キンモンホソガ・ギンモンハモグリガ 

～ ハダニ類対策他 ～ 下記を必ずお読みください。 

① 殺ダニ剤の効果を高めるため、今回の散布 3～4日前までに下草除草を実施する。 

② 8月上中旬の特別散布を実施してある場合は、8/20～25を目安に実施する。 

③ 通常展着剤（ハイテンパワー等）に代えて、機能性展着剤のササラの 2000 倍（100 ㍑に 50ml）を使用すると薬

液が葉裏（毛じ間）によく広がり、薬液の乾きが向上する。 

④ イカズチ WDG は劇物登録薬剤です。購入の際は印鑑をお持ちください。 

⑤ オマイト水和剤はナシ類に登録がありません。飛散しないように十分注意してください。 

⑥ 園地の外周等死角がないように、散布量は多めに設定すること。また、薬液が樹内部まで到達するように散布前

に徒長枝切りや支柱立て等も積極的に実施する。 

 散布日：8 月  日 

 散布量：    ㍑ 


